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美術科授業における彫刻技法に関する教材について
一乾漆彫刻技法のモデリ ングペーストによる応用一 
Development of Teaching Materials of Sculpture Technique for Art Class 
: Application of Dry Lacquer Sculpture Technique Using Modeling Paste 
村 上 裕 介* 
MURAKAMI Yusuke 
教員養成系大学の学生のための美術に関する授業において, 彫刻分野の内容が学生にとって難しいのではないかと感ず
ることがある。 学校教育において日本の美術の重要性が唱えられるようになり, 日本の彫刻の変遷を踏まえながら, 伝統
的な乾漆彫刻とその技法に関する内容を図版, 映像資料等を提示し講義に含めているが, 実技を取入れた授業がより確実
な理解に素がると考える。 そこで安全性を考慮し授業に取入れる方法, および中学校や高等学校の美術科授業に活用でき
る教材について検討した。 実際に漆を扱う ことが困難であるため, その代用としてモデリ ングペースト を使用することで, 
乾漆技法について理解をたすける教材開発の可能性を探った。 検証の結果, 漆の代用としてのモデリ ングペーストは, 疑
似体験ではあるが, その制作工程は漆を扱う感覚と近いものとなり, さらに作品として成立し, 質感も優れ十分な成果を
得ることができた。 本稿は, 専門的な彫刻技法を習得するための教材研究ではなく, 日本の美術 , 伝統文化を知る一助と
なり, さらには美術の授業をつう じて豊かな人間の社会や生活, 文化に大いに関わり, 日本の美術, 伝統文化が次世代に
業がるこ とを期待するものである。 
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はじめに
学習指導要領において日本の美術の重要性について言
及されるよう になって久しい。 中学校においては, 日本
及び諸外国の作品の独特な表現形式を活用すること, 高
等学校では, 日本の美術の歴史や表現の特質 , 日本及び
諸外国の美術文化について理解を深めること等が挙げら
れている。 そこで授業科目 「彫刻教育論」 において, 日
本の美術の歴史や表現の特質の一つとして, 日本の彫刻
の歴史を踏まえながら, 伝統的な乾漆彫刻とその技法に
関する内容を講義に含めている。 しかし, 講義の中で乾
漆彫刻技法についての項目は, 図版, 映像資料等だけで
は学生が理解できていないのではないかと感ずることが
多々あった。 また, 彫刻に関する素材と技法は様々であ
り, 素材に関しては木, 石, ブロンズ, 石膏, 樹脂, 金
属, 漆等がある。 そして, その素材に対する技法はそれ
ぞれ複雑である。 彫刻作品が, どのよう に制作されたの
か, 木彫, 石彫等の技法の知識はあるが, ブロ ンズ彫刻
や乾漆彫刻といわれても美術系大学ではなく教員養成系
大学の学生であるため, なおのこと理解することが難し
い。 乾漆彫刻技法については, 講義とともに実技を行う
ことが最適であろうが現実的には難しい。 乾漆彫刻技法
を授業に取入れる問題点としては, かぶれる, 漆が高価
である, 1 回の作業行程に時間を必要とする等が挙げら
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れる。 拙稿 『カシュー錯による脱乾漆像造法』' では, 
漆の代用として合成漆塗料のカシューを使用し, 漆を扱
う際の問題点の解決を試みた。 しかし, カシューはかぶ
れないという点, 安価であるという2 点については解決
できたのではあるが, 有機溶剤を使用しなく てはならな
い。 そこで, さらに安全に授業に取り入れる教材を考察
し, 提案するためモデリ ングペースト2 の使用が可能で
はないかと着想し, 本研究に取り組んだ。
モデリ ングペーストは, 大理石の粉末とアクリル樹脂
を成分と し, 主に絵画制作のマチエールと して使用され
ている粘りの強いパテ状の白色下地剤である。 これは水
溶性であるため, 扱いが簡便で安全性にも優れており, 
学校現場ではよく使用されている。 このモデリ ングペー
ストと砥の粉を練り混ぜたものを錯漆の代用と し, 錯漆
と同様の効果を得られれば, 乾漆彫刻技法の錯漆つく り
の方法を理解し, 麻布を錯漆で塗り固めていく工程を擬
似的ではあるが体験し, 乾漆彫刻技法の理解を助ける教
材として用いることができると判断した。
漆は古来より天然の塗料, 接着剤と して使用されてい
る。 漆の光沢は美しく, 漆芸品や仏像彫刻等は世界にお
いても評価が高い。 そのうえ塗膜も強靭で接着力も強い
という利点がある。 彫刻への使用については, 當麻寺の
四天王像 ( 7 世紀) が現存する最古の例であるが, 美術
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科の授業のための乾漆彫刻技法の教材化は, 日本の美術
に対するより深い理解を助けるものの一つとして期待で
きる。 
1 錆漆について
(1 ) 乾漆技法における結漆
錆漆とは, 漆と水練り した砥の粉(以降, 水練り砥の
粉とする) を練り混ぜたものであり, 硬化した様子が金
属の錯と似ていることから, その名称がつけられ, 単に
'錯 ' ともいわれる。 技法書3 によれば, その漆と水練
り砥の粉の混合比は概ね1 ~ 1.2 : 3 の割合である。 錯
漆を使って麻布を何層にも乾燥させながら重ね, 厚みを
つけ, 強度を持たせたものが乾漆彫刻の本体となる。 な
お, 本研究では従来の乾漆彫刻技法で用いるものを錯漆, 
モデリ ングペースト と水練り砥の粉を混ぜた錯漆にあた
るものを, 便宜上, アクリル錆と呼ぶこととする。
一般に乾漆像造法は2 種類の方法があり, 脱活乾漆彫
刻技法と木芯乾漆彫刻技法とに大別される。 脱活乾漆彫
刻技法は, 興福寺阿修羅像にみられる直接粘土原型に錆
漆と麻布で積層して乾漆彫刻の本体をつく り, 内部の粘
土を取り除き, 空洞にしてつく る技法である。 現代にお
いては粘土原型の石膏雌型をつく り, その雌型の内側に
錆漆と麻布で積層し, 外側となる雌型を外す, あるいは
壊して乾漆彫刻本体を取り出してつく る脱活乾漆彫刻の
技法が主流となっている。 一方, 木芯乾漆彫刻技法は, 
例として唐招提寺千手観音立像にみられる9 割程度完成
した木彫に直接, 錯漆と麻布を積層してつく る技法であ
る。 この場合は, 内部の芯材 (木彫) を取り除く ことは
できない。
また, 木彫と乾漆彫刻技法を併用する方法も一部の仏
像彫刻ではみることができる。 それらに技法の違いはあ
るが, 漆と水練り砥の粉を混ぜた錆漆が, 彫刻本体その
ものであり, 形態のみならずその光沢, 質感等が最も重
要となる。 
(2) アクリル結について
まず, 乾漆彫刻技法の錆漆にあたるものと して, アク
リル錯をつく るうえでのモデリ ングペーストと水練り砥
の粉の混合量と硬化の関係を調べる必要から, アクリル
錆のテスト ピースをつく り, 代用が可能であるかを検討
した。
乾漆彫刻技法において, 漆と水練り砥の粉の混合比は, 
1 ~ 1.2 : 3 を標準とする。 また, 砥の粉に加える水の
分量は, 砥の粉の約半量であり, 技法書には “水を加え
てねって, 油繪の具のホワイ ト位のかたさに したも
の” 4 と記されており, 明確な分量が定まってはいない。 
これは実際に制作する作家のそれぞれの長年の経験から
割り出されたものであり, 感覚的であるため一概に数値
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化することは難しいが, 通常の乾漆彫刻技法と同様な硬
さにすることにより, 乾漆彫刻技法により近く なると考
え るo
モデリ ングペーストと水練り砥の粉との混合比と硬化
の関係を調べるために, いく つかのテスト ピースをつく
り検証した。 ここで一番重要となることは, 水練り砥の
粉の混入量である。 水練り砥の粉の混入量が増加するに
つれて, 硬化度が低く なることは容易に推察できる。 砥
の粉は堆積岩の微細な粒子状の粉末であり, 接着材とし
ての成分を含まない。 モデリ ングペースト単独で使用し
た場合, 硬化することは当然であるが, 一度に塗布する
厚みが, 厚く なればなるほど硬化に時間を要し, また, 
ひび割れも生ずる。 絵画制作におけるマチエール作り等
のモデリ ングペースト単独使用でも2 mm以下にすること
が望ましいとされる。 これは乾漆彫刻技法における錯、漆
の塗布の際にも同様であり, 錆漆の塗布の場合は, さら
に薄く1 mm程度にしておく必要がある。 その理由は, 漆
は水分が蒸発して硬化するのではなく, 空気中の酸素と
結合して硬化するため, 一度に厚く塗布すれば内部は酸
化重合ができず十分に硬化しないためである。
以上の点を考慮し, 次のテスト ピースを作成し実験を
行った。 
(3) テストピースによる硬化実験
テス ト ピースの厚さは, モデリ ングペース ト単独使用
でも2 mm程度が標準であり, 砥の粉を混入することによっ
て, 硬化度の低下とひび割れが生じる可能性があるため
に, 厚さは1 mm とした。 実際の乾漆彫刻技法においても, 
厚さは1 mm程度の制限があるために, 乾漆彫刻技法と同
様の厚さを設定した。
テスト ピースの水練り砥の粉の混入量は, モデリ ング
ペースト1 に対して, 0.5, 1.0, 1.5, 2.0の混合比を設定
した。 この割合は乾漆彫刻技法と同様に体積比とした。
砥の粉は, 乳鉢により細かく粉末状にしたものに少し
ずつ水を加えてつく り, 乾漆彫刻技法で使用する水練り
砥の粉と同様な硬さになるように調節した。 感覚的では
あるがチューブ入り油絵具く らいの硬さである。
テスト ピースの大きさは, 1 mm厚のパルサ材を2 crux 
5 cmの大きさで切り抜き型枠を作った。 それをプラスチッ
ク板の上に置き, その型枠内にモデリ ングペースト と水
練り砥の粉を混ぜたアクリル錆を塗布した。 底面部分に
プラスチ ック板を使用したのは, 強度を調べるため, テ
スト ピースを取り出す際に, 容易に剥がすことができる
と判断したためである。 しかし, 実際のところ, 水練り
砥の粉の混入量が少ないにもかかわらず, どの割合のテ
ストピースも2 ~ 3 時間後にひびが生じた。(写真 1 ~ 
4) 
- (写真1 ) 混合比0.5 _(写真3 ) 混合比1.5 美術科授業における彫刻技法に関する教材について- (写真2) 混合比1.0 _(写真4 ) 混合比2.0 
これはアクリル系樹脂を主成分とするモデリ ングペー
ストの特性として, アクリル系樹脂と水分が基底材に浸
透し, より固着力が高まるという性質が関係するであろ
う。 テスト ピースの型枠の底面がプラスチック板であり, 
モデリ ングペーストと水練り砥の粉に含有する水分が底
面に浸透しなかったこと, および型枠の側面が木材であっ
たため, 側面の木材だけに水分が浸透し, 均一 な乾燥環
境ではなかったことが, ひびが生じる要因であったと考
えられる。
そこで, 学校現場に応用できる教材化を考慮し, 基底
材となる底面と側面も同一素材である水粘土を使用した
型枠で, 再度テスト ピースを作成し, 実験することと し
た。(写真 5 )
本研究での制作は, 発泡スチロールによる原型を使用
したが, 今後の教材化の展開として, 水粘土の原型によ
る石膏雌型を利用した乾漆彫刻技法の教材化も検討して
いるため, 水粘土を使用した型枠で実験を行った。
また, 木材や発泡スチロールによる芯材は, 一般的に
絵画や立体制作においてよく利用され, 問題なく硬化す
ることが明白であり, これらの素材は特にテストの必要
はないと判断した。 
(写真 5 ) 水粘土によるテストピースの型枠
この型枠で使用した水粘土は, 学校現場で陶芸や塑造
制作に用いられるものと同一であり, 、由粘土ではない。 
、1由粘土は幼稚園や小学校でよく使用されているが, 油粘
土が基底材となるため, モデリ ングペーストのアクリル
系樹脂と水分の浸透がみられず, 最初のテスト ピース作
成時のプラスチック板と同様に, 硬化中にひびが生じる
と予測した。 実際に油粘土で型枠を作成し, モデリ ング
ペーストと水練り砥の粉のアクリル錯を1 mm厚で塗布し
たところ, 塗布 1 ~ 2 時間後にひびが入る結果となった。 
(写真6 ) 
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(写真 6 ) 油粘土の型枠のテストピース
水粘土の型枠でのテスト ピース作成に関して, モデリ
ングペースト1 に対して水練り砥の粉の混合比は, 0.5, 
1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0に設定し, 硬化テストを行った。 
(写真 7 ~ 12) 2.0以上の砥の粉の混入量ではモデリ ング
ペーストと砥の粉を練り混ぜると錆漆の硬さとは全く違
い, 非常に柔らかく 流動し, 刷毛目も生じなかった。 
(写真10~ 12 ) - _ (写真7 ) 砥の粉 0.5 (写真9 ) 砥の粉 1 .5 (写真8 ) 砥の粉 1.0 _(写真10) 砥の粉 2.0 - _(写真11) 砥の粉 2.5 (写真12) 砥の粉 3.0 これまでのテスト ピースの結果から, モデリ ングペーストと水練り砥の粉の混合比は, 1 : 1 が最適であると
考える。 強度の観点のみでみれば, 水練り砥の粉の混入
量が3.0のテスト ピースについても, 硬化後は十分な硬
さを保持していた。 しかし, 2.5と3.0では硬化途中より
ひび割れ (写真 0部分) が生じ, 制作に支障をきたす結
果となった。 (写真11~ 12)
水練り砥の粉の混入量がより少ない方が, 強度的に優
れることは自明だが, 乾漆彫刻技法の重要な要素として, 
漆と水練り砥の粉をよく練り混ぜ合わせる錆漆つく りの
工程が優先されなければならない。 その理由は, 乾漆彫
刻技法では, 確実に漆と水練り砥の粉を混ぜ合わせなけ
れば, 漆が十分にいきわたらない部分を生じ, その部分
だけ硬化しなく なるからである。
また, 混入する水練り砥の粉の量が少なければ, モデ
リ ングペーストに少し混ぜ物を加えたという感覚, ある
いは黄土色の絵の具を少し混色している印象となってし
まい, 単に立体作品に着色している感覚に陥ると懸念す
る。 
2 教材化のための試作
(1) 原型について
前述したように乾漆彫刻技法においては, 脱活乾漆彫
刻技法と木芯乾漆彫刻技法の二通りがある。 その原型は
粘土あるいは木材 (木彫) を用い, どちらの場合も原型
を9 割程度の完成でとどめ, その上に直に錯漆と麻布を
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一層毎に乾燥させ, 数回繰り返し積層して成形する。 そ
のため本体は, 原型より乾漆の厚み分だけ大きく なる。
本研究の乾漆彫刻技法を教材と して応用する場合の原
型について, 粘土原型を芯とした場合, 粘土は細部まで
作り込むことができ, 粘土の表面に, アクリル錯を塗布
する回数が多いほど, 粘土原型の形態が曖昧になってい
く。 粘土での原型の完成度を9 割程度にと どめておけば
良いのではあるが, その見極めが難しく細部にこだわり
がちになると予想する。 粘土原型を細部にわたりそのま
ま再現したい場合は, 石膏型の使用で可能となるであろ
うが, 石膏型取りの技法も複雑であり, 基本的な乾漆彫
刻技法を理解するための制作に限定した方が, より理解
が深く なるであろう。
また, 木を芯材とする場合, 木彫制作のためのノ ミの
準備, 扱い方等を含め, 木彫の技法と平行することとな
り混乱を招く恐れがある。 さらに木の材質から受ける生
命的なイメージ, 匂いや手触り等が粘土原型より も強烈
であり, 木彫としてつく りあげたものに, 別のものでコー
ティ ングしているよう な感覚に近く なるのではないかと
推測する。
以上のことから, 本研究では好ましい教材として, 原
型には発泡スチロールを使用することと した。 発泡スチ
ロールを原型にする利点は, 非常に軽量であり, 切断, 
接着等の加工が容易であること, 安価で材料も入手しや
すいことである。 また, 原型制作にかかる時間も比較的
短く, 発泡スチロールでの原型制作であれば, 粘土原型
や木材原型を使用する場合に比べて, より短時間でスムー
ズに乾漆彫刻技法に移行できるであろう。
発泡スチロールによる芯材と して, 市販されている円
筒形, 直方体の発泡スチロールブロ ック等をカッター等
で加工し, 抽象形を構成し立体を作成した。接着は発泡
スチロール用ボンドを使用した。 (写真13) 
(写真13) 発泡スチロールによる芯材
(2) 材料と道具
材料として, モデリ ングペースト, 砥の粉, 麻布また
はガーゼを用意する。 麻布やガーゼは糊分が含まれてい
れば, 一度, 湯洗いをして糊を落としておく。 本研究で
は, より乾漆彫刻技法に近づけるために麻布を用いた。 
また, 麻布は原型の大きさや形状により, 適宜張り付け
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やすい大きさを用意しておく。 本研究は小品 (高さ17cm 
程度) のため, 2 x 4 cm位の大きさを標準と して, 多少
の大小の大きさ, 形状のものを準備した。 (写真14)
一般に麻布は乾漆彫刻技法にとって補強材と して必須
のものであり, 錯漆と同様に, アクリル錯の塗り重ねだ
けで麻布を使用していない場合は, 強度が不足し表面に
亀裂が入る, 穴が空く等, 少しの衝撃で簡単に破損する
ことになる。 
(写真14) 麻布
麻布の張り方は, 麻布が小さければ麻布同士が重なる
部分が多く なり, より強度が増す。作業時間の短縮のた
め大きな麻布を使用しがちであるが, 却って密着しづら
く時間もかかり強度も低く なる。 切り方は, 麻布の繊維
方向に対して斜めにバイ アス切り しておく と, 曲面や細
かな場所にも密着させることができる。
道具と して, 練板 (ガラスやプラスチック板等) , へ
ら, ぺイ ンテイングナイ フ, 刷毛 , 筆 , 砥の粉を粉末状
にするための乳鉢を用意した。 練板については, ガラス
やプラスチック板を使用すると, 片付けが簡単である。 
(3) アクリル錆による乾漆彫刻技法の実際
・ アクリル錆つく り
まず, 砥の粉を乳鉢で粉末状にし, 水を加えよく練る。 
次にモデリ ングペーストと水練り砥の粉を計量スプーン
等で同量となるように計り, 練り板の上でへらやぺイ ン
テイングナイ フ等を使用し, よく 練り混ぜ合わせる。 
(写真15 ~ 17) 
(写真15) 同量のモデリングペーストと砥の粉
(写真16) へら等でよく混ぜ合わせる
美術科授業における彫刻技法に関する教材について
(写真17) 混ぜ終わった状態
・1 回目の塗り
筆やぺイ ンテイングナイ フ等で, 芯材にアクリル錆を
塗布する。 なるべく厚みの差ができないように1 mm程度
に均一に塗布する。 平面はぺイ ンテイングナイ フ, 曲面
は刷毛や筆を使用すると良い。 塗り残しが無いよう十分
に注意して全体を塗る。 1 回目の塗りの乾燥後, 2 度塗
りすると確実である。(写真18, 19)
乾燥時間は, 通常のモデリ ングペーストの乾燥時間と
ほぼ同様である。 完全乾燥は72時間を要するが, 通常, 
半日程度の乾燥で次の工程に進むことができる。 
(写真18) アクリル金青の塗布 ( 1 回目途中) 
(写真19) アクリル金青の塗布 ( 1 回目完了) 
・布張り
1 回ないしは2 回のアクリル錆の硬化後, 1 回目の塗
布に使用した分量の約2 倍のモデリ ングペースト と砥の
粉をよく混ぜ合わせて用意し, 一旦アクリル錯を塗布し
た上に麻布を張り付けていく。 約2 倍のアクリル錆の分
量が必要と されるのは, 先にアクリル錆を塗布した上に
麻布を置いていく よう な感じで張付け, 再度アクリル錆
を塗布しながら, 気泡が入らぬように筆等で押さえ, 麻
布をしっかりと密着させていく ためである。 気泡がある
とその部分が薄い状態となり, 強度が落ち, 少しの衝撃
で破損してしまう。 以上のことから, 入念に麻布を張り
付けるためには, 約 2 倍の分量のアクリル錯が必要とな
る。 
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また, 麻布は隣同士 2 ~ 3 mm程度重なるように全体に
張り付けていく。麻布が張り付けられていない部分は, 
補強材が無い状態となるため, 張り忘れのないよう十分
に注意する。1 層毎に乾燥させ, 小品でも3 層以上重ね
た方が安心である。 より大きな作品では厚みを持たせ強
度を高めるために麻布張りの作業を数回繰り返す。 (写
真20, 21) 
(写真20) 麻布張りの様子
(写真21 ) 麻布張りの完了 ( 1 層目) 
・研磨・ モデリング・ 完成
麻布張りを数回繰り返し, 十分な厚みが確保した後, 
必要に応じて研磨やモデリ ングを繰り返し完成とする。
本研究では小品であるため布張り を3 回行い, その後
アクリル錆のみを全体に塗布し, 従来の乾漆彫刻技法と
同様に金工用ヤスリやペーパーを用いて研磨し, 完成と
した。(写真22) 
(写真22) アクリル結による乾漆技法応用作品
村 上 裕 介
おわりに
教員養成系大学の学生のための彫刻分野の授業におい
て, 学習指導要領にみられる日本の美術の歴史や表現の
特質について, どのように扱うべきか, また, より学生
が理解を深めることができる方法を絶えず模索している。
本研究において, 乾漆彫刻技法のモデリ ングペースト
を応用した教材の提案は, 本来の漆の光沢や堅牢さは再
現できないが, 乾漆彫刻技法の制作工程の理解には十分
な効果が得られた。 また, アクリル錆の地肌は研磨する
ことにより, いく らかの光沢が表れ予想せぬ良い結果が
得られ, 乾漆彫刻技法の理解とともに制作の感動をも導
く ことができる教材となった。 また, 材料や道具の安全
性の面から, 中学校や高等学校の美術科の授業でも, 十
分に活用できよう。
アクリル錯は錯漆より も削りやすく, 可塑性があり, 
モデリ ングとカー ウ' インク双方の技法に対応している。 
そのため彫刻あるいは立体制作において形態や空間をみ
る力, 立体を構成する力も培う ことができる。 また, 本
研究で制作した作品は, モデリ ングペーストの白色と砥
の粉の黄土色を混ぜただけの薄い黄土色を呈しているが, 
アクリル系樹脂絵の具同士の混色も自由であり, さらに
はアクリル系樹脂絵の具用のニスを施せば, 拭き漆のよ
う な光沢, 質感の表現も可能となる。
本研究の課題は, アクリル錯の強度について作品とし
て物理的に運んだり, 展示したりすることに支障が無い
強度であると判断したこと, およびアクリル錆を研磨す
る際の削る感覚やその材質の抵抗感を錯漆の場合と比較
して極端な違いがみられないという制作者としての感覚
で判断したことから, 計測器を用いた強度テスト等も含
め再考し, 継続して調査を行う。
彫刻は絵画とも比較して一般的に馴染みが薄く, また
素材や技法が多岐にわたり複雑で難しい。 しかし, 日本
の美術文化である乾漆彫刻の良さを理解し, 将来, 教員
として美術や図画工作の授業に携わる学生によって次世
代へ繋げていけるよう, また, 中学校, 高校の美術科授
業において日本美術への理解, 彫刻や立体分野に関する
制作指導や教材開発、作品鑑賞等の一助となることを期
待する。
今後の展開として, 石膏雌型を使用し粘土原型をその
まま再現するためのアクリル錯による脱乾、漆彫刻技法の
教材化研究を継続していく。 
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注
1 村上裕介 「ヵ シユ一錯による脱乾漆像造法」 2007
『兵庫教育大学研究紀要』 第30巻
2 モデリ ングペーストは数社から販売されているが,
本研究ではLiquitex社製を使用した。
3 菊池一雄他 『彫刻の技法』 1957 美術出版社
pp 94-103. (山本豊市執筆 乾漆部分) 仏像彫刻や
漆芸以外の乾漆彫刻技法に関する詳しい文献は確認で
きない。 乾漆彫刻における第一人者山本豊市の 『彫刻
の技法』 内の記述によれば, 砥の粉に対して三分の一
あるいは五分の二の分量の漆を混ぜるとある。 その数
値より計算し, 漆 : 水練り砥の粉を1 ~ 1.2 : 3 とし
ているo
4 同上 p90 
